
 

 

 

 

 

    

畦畔へのグランドカバープランツの定植 

 

６月５日に信楽町杉山地区において、畦畔除草管理の省力化を狙いとして畦畔へ

のグランドカバープランツ（イブキジャコウソウ）の定植を支援しました。 

 

当課では、中山間地域総合整備事業でほ場整備に取り組んでいる杉山地区に対し

て田園振興課とともに、昨年度からグランドカバープランツの栽培支援を行ってい

ます。 

定植に用いたイブキジャコウソウの苗は、昨年秋から集落で協力して増殖してき

ました。当日は集落から 35 名が参加され、代表者の指示のもと、3 グループに分

かれて、畦畔の除草後、全面積の 1/3 程度(約 500ｍ²)、約 2500 株が定植されまし

た。参加された集落の方からは「定植作業は大変だったが、今回定植したイブキジ

ャコウソウがどれくらい除草の省力化に寄与するのか楽しみ」と、グランドカバー

プランツの効果を期待する声も多く挙げられました。 

 当課では田園振興課と協力して、今後も定植後のイブキジャコウソウの栽培支援

をしていきます。 
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